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第一歩　教職概論・教育学概論 Introduction to the 
























































実習校 実習期間 訪問教員 訪問日
１ 松戸市立中学校  ５月 ８日 ～ ５月 26日 土井　　進  ５ ／ 24 （水）
２ 船橋市立中学校  ５月 23日 ～ ６月 12日 金子　　保  ６ ／ ６ （火）
３ 東京都立高校  ５月 24日 ～ ６月 13日 宇佐美正利  ６ ／ ８ （木）
４ 栃木県立高校  ５月 29日 ～ ６月 16日 田中　洋平  ６ ／ ９ （金）
５ 東京都立高校  ５月 29日 ～ ６月 16日 土井　　進  ６ ／ 13 （火）
６ 栃木県立高校  ５月 29日 ～ ６月 16日 田中　洋平  ６ ／ ９ （金）
７ 私立高校（千葉市）  ５月 29日 ～ ６月 16日 土井　　進  ６ ／ 15 （木）
８ 埼玉県立高校  ５月 29日 ～ ６月 16日 土井　　進  ６ ／ 13 （火）
９ 私立高校（千葉市）  ６月 １日 ～  ６月 14日 金子　　保  ６ ／ 16 （金）
10 私立中学高校（東京都）  ６月 １日 ～  ６月 21日 田中　洋平  ６ ／ 16 （金）
11 千葉市立中学校  ６月 12日 ～  ６月 30日 金子　　保  ６ ／ 27 （火）
12 岩手県立高校  ６月 12日 ～  ６月 30日 土井　　進  ６ ／ 21 （水）
13 所沢市立中学校  ９月 １日 ～  ９月 22日 土井　　進  ９ ／ 19 （火）
14 埼玉県立高校  10月 30日 ～  11月 17日 土井　　進  11 ／ 14 （火）
参観した授業の単元は、次のようであった。
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必要な資質能力の指標
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評価する内容（目標） 中間時点での目標の達成状況 後期に向けた改善点
教職サークル「師道塾」における
勉強会を週３回実施し、模擬試験
成績の目標値を１年生10％、２年
生30％、３年生60％、４年生80％
以上をめざす。
４月～７月、火曜日（３・４限）に「師道塾」
を開講して、模擬授業をする力を付けた。また、
火・木の８：00～８：50の「師道塾」では、教員
採用試験の過去問に取り組んだ。４年生は60％
まで伸びてきたが、あと一歩目標に到達してい
ない。
４年生４名が、公立学校教員採
用試験に全力で取り組んだが、
あと一歩力及ばず、１次試験で
不合格となった。諦めないでさ
らなる努力をするよう促してい
く。
　平成27年度と平成29年度を比較すると、学習ボランティアに参加する学生が増加してきていることが分かる。これは
板橋区教育委員会と淑徳大学ボランティアセンターのご尽力によるもので感謝したいと思う。これから学校インターン
シップが重要になってくるので、この流れを継続していきたいものである。
５．今後の課題
　平成30年度からは、「教職課程コアカリキュラム」に示された「到達目標」が、学生の身に付くよう
に指導の改善充実を図ることが第一の課題である。そのためにシラバスチェックが丁寧に行えるよう
に、非常勤講師の教員との意思疎通を図ることに努めたいと思う。
　第二の課題は、これからの教員養成は大学の中だけで完結するものではなく、近隣の学校や身近な教
育委員会との連携を図ることが極めて重要である。この観点から板橋区教育委員会の理解と協力を得
て、学校ボランティアにこれまで以上に学生を派遣するとともに、学校インターンシップへの道も模索
していきたいと思う。第三の課題は、最も近くて最も遠い存在であった淑徳中学校・淑徳高等学校との
連携協力関係の構築に向けて、率直な話し合いを開始することである。これらが今後の課題であると考
えている。
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